
寄附金の使い道

2025年度 寄附金額 2,598,697千円（92,011件）

分野
使途希望割合

（％）
充当金額
（千円）

寄附金を充当した主な事業等

①市政一般 56.0 890,622
・その他市政一般各事業
・さかた応援基金積立金

②産業振興 9.1 72,997
・産業振興まちづくり推進事業
・スマート農業推進事業 ほか

③子育て・福祉・医療 17.1 133,578
・保育所等入所扶助事業
・特別保育事業 ほか

④教育・文化 5.4 42,183
・教育支援員配置事業
・スポーツツーリズム事業 ほか

⑤景観・防災 11.9 92,958
・消防団運営事業
・公園緑地等管理事業 ほか

特定事業【GCF】 12,330

・酒田に唯一残る江戸時代の町屋造「旧鐙屋」を修理し次世代に引き継ぎたい！
・「いかのまち酒田」を支えるいか釣り漁業を支援しよう！！「いか釣り漁船」応援プロジェクト！
・酒田市の美しい砂防林を次世代に。急増する松くい虫から砂防林を守るプロジェクト
・不幸な猫を減らしたい！TNR活動を支援し、人も猫も安心して暮らせるまちに！！

ふるさと納税推進事業 1,354,029
返礼品代、送料、証明書類等発行費、各種システム利用料、ポータルサイト利用料、決済手数料、ワンストップ特例
申請受付業務費、人件費、業務委託料 ほか

※ さかた応援基金は毎年度取り崩しを行い各事業に充当しております。 



森林病害虫等対策事業 131,162千円

酒田市には、クロマツで形成された砂防林が南北に広がり、沿岸部にある庄内砂丘からの強い西風を防ぎ、飛砂被害から地域の生活を守る
とても大切な役割を果たしています。
毎年、多額の費用をかけて枯松を除却し、松くい虫の感染を抑えてきましたが、令和5年には、記録的な高温と少雨の影響で、約8万本の被
害が確認され、過去最大の被害量となりました。
酒田市では、被害木の除却や保全活動に取り組むことにより、一刻も早く被害を抑え、美しい砂防林を取り戻し、次世代に引き継いでいき
たいと考えております。

ふるさと納税

近年、松くい虫による松枯れ被害が拡大し、深刻な課題となっている、暴風や飛砂防備等の公益的機能を持つ森林（松林）を健
全に育成するため、松くい虫防除と被害木の伐倒駆除を行う。

ガバメントクラウトファンディング 5,805千円
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